
（別紙３）

～ 令和7年1月17日

（対象者数） 18 （回答者数） 18

～ 令和7年1月17日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
丁寧に子どもの個々の個性を見てできた所、気づけなかった

所をさらに伝えていきたい。

2
経験値が増えることで子どもたちの自立心が芽生えていくよ

う支援し、最終的に子ども同士で解決する力を育む。

3 苦手なことも子どもたちの背中を押し、できたを増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

親子参加・保護者交流が図れるイベントを計画し、告知して

いきたい。

（年２回ほど計画予定）

2
避難訓練を活動の中で取り入れ、保護者へSNS等で報告する

3

○事業所名 ゆめのわ

○保護者評価実施期間
令和7年1月9日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士や親子でのイベント等の機会が少ない。
保護者、事業所の時間の確保（調整）が困難

全体開催

避難訓練の開催の有無、内容など保護者に伝えられていない 避難訓練など行っていても報告する機会が少なかった。

保護者への気づかい、言葉かけ、相談のしやすさ

日頃から保護者には日常を伝えつつ、大きなトラブル等の時は

さらにこと細かく子どもと保護者に寄り添い言葉かけに気をつ

けている。

イレギュラーな事象の対して柔軟に対応する
意識的にイレギュラーな事象をおこし、それに子どもたちと職

員がどう対応するか見ていく。

子どもたちの充実感が高い
楽しみになるよう、雰囲気など明るく、子どもの発信を受け止

める。

事業所における自己評価総括表公表


